
-

は
じ
め
に

徳
川
慶
喜
と
謡
曲

二

）

徳
川
慶
喜

が
謡
曲
を
好

み
、
松
本

金
太
郎

に
つ

い
て

稽
古

し
た
こ
と

に
つ

い

て

は

『
徳
川

慶
喜
公
伝
』

に
「
宝
生

流
の
松
本

金
太
郎
は

、
謡
曲

の
御

相
手
と

し

て
常
に
召

さ
れ
た
り

、
御
好

の
曲
は
、
景
清

・
鸚
鵡
小
町

の
如
く
渋

き
も

の

に
し
て
、
頗

る
巧
妙
に

ま
し
ま
し

た
れ
ど
、
公

は
常
に
謡

曲
の
み
は
思

ふ
や
う

に
な
ら
ず
と

仰
せ
ら

る
。
さ
れ
ど
同

族
の
人

々
よ
り
成

れ
る
月

並
会

に
は
必
ず

出

席
し
給
へ

る
が
、
罷
去

の
年

の
春

、
大
倉
喜

八
郎

が
向
島

の
別
邸

へ
公

を
御

招

待
申
上

げ
し

時
、
公

は
熊
野
論
議

を
謡
は

れ
し
が
、
其
渋

き
謡
ひ
口

の
巧
妙

な
り

し
は
、

後
ま

で

も
思

出

の
種

な
り

と
其

道

の
人

は
言

ひ

き
（
松

本
長

談

話

）
。
」
と

あ
る
。
但
し
、
こ

れ
は
没

後
の
思

い
出
と
し
て

書
か
れ
た

も
の
で
あ

る
。
こ

の
た
び
、
千

葉
県
松

戸
市

の
戸

定
歴
史
館
所

蔵
の
『
徳
川

慶
喜
邸
日
誌
』

（
以
下

『
日
誌
』
）
を
閲

覧
・
調
査

す
る
機
会
を

得
た
。
こ

れ
は
、
慶
喜

の
静
岡

住

居
時
代

の
明

治
五

（
一
八
七
二
）
年

か
ら
明

治
四
十
五

（
一
九

コ

ー
）
年
ま

で

の
、
徳
川

慶
喜
邸
へ

の
来
訪
者
と

慶
喜
自
身

の
行
動
を
慶

喜
邸

の
使
用

人

が

記
し

た
も

の
で
あ

る
。
長

い
年
月

に
わ
た

る
も

の
で
、
複
数

の
人

が
記

し
て

い

る
の
だ

が
、
こ

の
来
訪
者

と
し
て
、

静
岡
時
代

の
明

治
九

（
一
八
七
六

）
年
か

飯
塚
恵
理
人

ら
松
本

金
太
郎

が
頻
繁
に
召

さ
れ
て

い
た
こ

と

が
わ
か
る
。
本

稿
で
は
、
こ

の

『
日

誌
』

よ
り

慶
喜
と
謡

曲
と
の
関

わ
り

に
つ

い
て
述

べ
、
明

治
期
の
能
楽

の

シ
ス

テ
ム
に

つ
い
て
考
え

た
い
。

二
　
慶
喜
の
静
岡
住
居
時
代

明
治
元

（
一
八

六
八
）
年

か
ら
、
現
存

す

る

『
日

誌
』

の
始

ま
る
明
治
五
年

ま
で

の
慶
喜

の
環

境
を
、
『
徳
川
慶
喜
公

伝
』
の
「
年

譜
」
か
ら

特
に
関
係
す

る

部
分
を
引

用
す

る
。

《
明

治
元
年

》
四
月
四

日
橋
本

実
梁
等
江

戸
城
に
入
り

て
勅
諭

を
伝
宣
し
、

公

の
死
一
等

を
減
じ
、

実
効
を
立

つ
べ
き
五
事

を
命
ず

。
○

十
一
日
江

戸

開
城
。
○
同
日

大
慈

院
を
出
で

ゝ
十

五
日
水
戸

に
著
し
、

弘
道
館
に

謹
慎

す

。
閏
四
月
二

十
九
日
三

条
実
美
江

戸
城
に
入

り
、
田
安

亀
之
助
に
徳

川

家

を
相
続
せ
し

む

る
の
勅
諭
を
伝
宣

す
1
0五
月
二

十
四
日
三

条
実
美
、

徳

川

家
を
駿
河

府
中
に
封

じ
七
十
万
石

を
賜
ふ

の
勅
諭
を
伝

宣
す
。
七
月

十

九
日

弘
道
館

を
発
し
て
二

十
三
日

駿
府
に
著
し

、
宝
台

院
に
謹
慎
す

。
八

丹

十
六
日
朝

彦
親
王
公

と
通
謀
し

て
不

軌
を
図

る
の
嫌
疑

を
蒙
り
、

親
王

宣
下

及
仁
孝
天

皇

の
養
子

を
停

め
、
官
位

を
搬
ひ
て
芸

州
藩
に
幽
せ

ら

る
。
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飯塚 恵理人／徳川慶喜と謡 曲（一）

《
明

治
二

二

八
六
九
）

年
》
三
月

六
日
朝

彦
王

の
罪
一
等

を
宥
し

て
安

芸

に
安
置
す

。
九
月
二
十

八
日
謹
慎

を
免

ぜ
ら

る
。
十
月
五

日
静
岡

紺
屋

町
元

代
官
屋

敷
に
移

る
。
○

二
十
六
日

夫
人
東
京

を
発
し

、
十
一
月
三

日

静
岡

に
著
す

。
此
後
永
く
同

棲
す
。

《
明

治
三

二

八
七
〇
）
年

》
閏
十
月
二

十
日
朝

彦
王

を
伏
見

宮
に
復

帰

し

、
尚
謹
慎
せ

し
む
。

《
明

治
四

（
一
八
七

こ

年

》
七
月

十
四

日
列

藩
を
廃
し

て
悉

く
県
と

な

す

。
《
明

治
五

（
一
八
七
二
）
年

》
正
月

六
日
従
四
位

に
叙
せ
ら

る
。
正
月

六

日

朝
彦
王

の
謹
慎
を
宥
し

て
宮
号

を
称
せ
し

め
、
松
平

容
保
・
其

子
喜
徳
・

松
平

定
敬

・
板
倉
勝
静

・
永
井
尚
志

等
の
罪
を

宥
す
。

と
な

る
。

慶
喜

は
明
治
元
年

閏
四
月
二

十
九
日

に
徳
川
亀
之

助
か
徳
川
家

を
相
続
し

た

時
点
で

「
隠
居
」

の
身
分
で

あ
る
。
明
治
二

年
九
月
二

十
八
日

に
は
謹
慎

を
免

ぜ
ら

れ
て

い
る
が
、
慶
喜
と
謀
反

を
企

て
た
と
嫌
疑

を
受
け
て

い
た
朝
彦
王

の

謹
慎

が
解
け

る
の
は
明
治
五
年
正

月
六
日

で
あ
り

、
「
隠

居
」
の
身

と
は

い
え
、

い
ま
だ

慶
喜
も
謀
反

の
嫌
疑

を
受

け

や
す

い
立
場

に
あ
っ
た
と

言
え

る
。
明

治

五
年
正
月

に
従
四
位

と
な
り

、
明

治
政
府

か
ら
「
華

族
」
と
し

て
の
身
分

が
認

め
ち

れ
た
。
現
存

の

『
日
誌
』

は
こ

の
年

か
ら
始
ま

っ
て

い
る
が
、
慶
喜
邸

が

「
隠
居

所
」
で

は
な
く
、
徳
川

慶
喜
家

と

い
う

「
華

族
」

の
邸

宅
と
し
て

の
機

能
を
こ

の
年
か
ら

持
つ
こ
と

に
な
り
、

な
か

ば
公
式

な
場
所
と
し

て

の
機

能
を

有
す

る
よ
う
に

な
っ
た
と

い
う

事
情
も

考
え

ら

れ
る
。

『
日
誌
』
を
活

用
し
て

、
静
岡

時
代

の
慶
喜
邸
を
訪

れ
た
人

に
つ

い
て
検

証
し

た
先
行
研

究
と
し

て
は
前
田
匡

一
郎
氏

の

『
慶
喜

邸
を
訪

れ
た
人

々
－

「
徳
川

慶
喜
家

扶
日
記

」
よ
り
』
が
挙

げ
ら

れ
る
。
（
前

田
氏

が
『
徳
川
慶
喜

家
扶
日
記
』

と
呼

ん
で

い
る
書
は

『
徳
川

慶
喜
邸
日

誌
』

の
こ

と
。
所
蔵

の
戸
定
歴
史

館
は

本
書

を

『
徳
川

慶
喜
家
扶
日
記

』
と
呼

ん
で

い
た
が
、
近
年

『
徳
川
慶
喜

邸
日

誌
』
と
名
称

を
変
更
し

た
。
本
稿

で
は
、
変
更
後

の
名
称
を
用

い

る
。
）
前
田

氏

に
よ
り
、
慶
喜
邸
に
出
入
り
し
た
人
が
具
体
的
に
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
そ
れ

を
見
て
分
か
る
の
は
、
一
日
に
入
る
人
は
多
く
て
も
四
・
五
人
で
大
勢
を
集
め

る
こ
と
は
し
て
い
な
い
こ
ど
、
狩
猟
等
で
外
出
す
る
際
の
供
も
四
・
五
人
ま
で

で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
表
立
つ
こ
と
は
避
け
、
小
人
数
で
出
来
る
趣
味
を
楽
し

ん
で
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
能
楽
師
と
し
て
、
慶
喜
に
つ
い
て
静
岡

に
移
住
し
た
者
と
し
て
は
、
観
世
流
の
家
元
で
あ
る
観
世
清
孝
、
太
鼓
方
の
観

世

几
規
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
観
世
清
孝
や
観
世
元
規
が

慶
喜
邸
に
出
入
り
し
た
記
事
は
『
日
誌
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
慶
喜
が
宝
生
流

を
好
ん
だ
と
い
う
事
も
あ
り
得
る
が
、
屋
敷
へ
の
多
人
数
の
来
訪
は
避
け
た
い

と
い
う
意
向
が
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

松
本
金
太
郎
は
、
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
十
月
十
八
日
の
「
東
京
日
日

新
聞
」
に
十
月

二
十

一
日
の
芝
公

園
地
能
楽

堂
で
の
能

に
出
演
す

る
と

い
う
予

告
記
事

が
載

る
。
こ

れ
を
引
用
す

る
と
、「
十
月
二
十

一
日
、
於
芝
公

園
地
能
楽

堂
　

午
前

八
時
始
　

能

組
　

三
笑

（
喜
多
文
十

郎
）
、
八
島

（
観
世
清
孝
）
、
柏

崎

（
宝
生

九
郎
）
、
黒
塚

（
松
本
金
太

郎
）
、
国

栖

（
梅
若

実
）
、
「
狂
言
」
隠
笠

（
大
蔵
八
郎

）
、
今
神
明

八
野
村
与
作

）
、
木

六
駄
（
三

宅
庄
市

）
、
八
島
間
奈
須

（
鷺
権

之
丞

）
　
一

畳

金
一
円
　

一
人

限
金

二
十

五
銭
　

切
符

売
捌
所
　

能
楽

堂
前
　

翁
家

」
と

な
る
。
明

治
十
年
代

後
半
は
芝
能

楽
堂
な

ど
で
能

が
催

さ
れ
、

東

京
で

の
能

が
復
興

に
向
か

い
、
地
方
か
ら
能

楽
師

が
上

京
す

る
時
期
に
あ

た

る
。
表
章
氏

に
よ

れ
ば
、
静
岡

に

い
た
観
世

清
孝
は
明

治
八

（
一

八
七
五
）
年

三

月
三
日

に
上
京
し

た
。
ま

た
同

氏
は
、
清

孝
上
京

の
頃

に
は

≒
小

鼓
の
観
世

新
九
郎
も
太

鼓

の
観

世
元

規
も

ほ

ぼ
前
後
し

て
静
岡
を
引

き
揚

げ
て
い

る
。
帰

京
の
潮
時

だ
っ
た

の
で
あ

ろ
う

、
」
と
、
静
岡

在
住

の
能
楽

師

が
明

治
八
年
前
後

か
ら
帰

郷
し
て

い
た
と
述

べ
て

い
る
。
松
本

金
太
郎

は
明

治
十
六
年

前
後
ま
で

は
静
岡

に
住
ん
で

い
た
と
考
え

ら
れ

る
の
で
、
上
京

は
静
岡
移
住

組
の
中
で

は

遅

い
方

に
属
す

る
。
松
本
金
太

郎
の
上
京

の
遅
れ

た
理

由
と
し

て
、’
金
太
郎

が

慶
喜
に
召

さ
れ
て

い
た
こ
と

も
考
え
ら

れ
る
。
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三
　
明
治
九
年
の
松
本
金
太
郎

『
日

誌
』
よ
り

、
松

本
金
太
郎

の
明
治
九
（
一
八
七
六

）
年

の
慶
喜
邸

へ
の
来

訪

記
事
を
挙

げ
る
と
、
以
下

の
よ
う

に
な
る
。
（
稽
古

お
断

り
な

ど
、
そ
の
日
に

稽
古
し

な
か
っ
た
と
す

る
記
事

は
▲
を
つ
け

た
。
）

一
月
（
三
日

間
出
仕
）

廿
九
日
　
　

松
本
金

太
郎
罷
出

ル
。

三
十
日
　
　

無
記
事

。
松
本
金

太
郎
罷
出

ル
。

三

十
一
日
　

松
本
金

太
郎
罷
出

ル
。

二

月
（
二
十

六
日
間
出

仕
）

一
日
　
　
　
（
挿
入
記
事
）
松

本
金
太

郎
罷
出
ル

。

二

日
　
　
　
（
挿
入
記
事
）

松
本
金
太

郎
罷
出

ル
。

三
日
　
　
　
（
挿
入
記
事
）

松
本
金
太

郎
罷
出
ル

。

四
日
　
　
　
（
挿
入
記
事
）
松

本
金
太

郎
罷
出
ル

。

五
日
　
　
　
（
鉄
砲
）
帰

後
、
松
本
金

太
郎
罷
出

ル
。

六
日
　
　
　

無
記
事

。
松
本
金

太
郎
罷
出

ル
。

七
日
　
　
　

松
本

金
太
郎
罷
出

ル
。

八
日
　
　
　

松
本
金

太
郎
罷
出

ル
。

九
日
　
　
　

松
本

金
太
郎
罷
出

ル
。

十
日
　
　
　

松
本

金
太
郎
罷
出

ル
。

十
一
日
　
　

松
本
金

太
郎
罷
出

ル
。

十
二
日
　
　

無
記

事
。
松
本

金
太
郎
罷
出

ル
。

十
四
日
　
　

松
本

金
太
郎
罷
出

ル
。

十
五
日
　
　

松
本

金
太
郎
罷
出

ル
。

十
六
日
　
　

無
記

事
。
松
本

金
太
郎
罷
出

ル
。

十
七
日
　
　
（
挿
入
記
事

）
松
本
金

太
郎
罷
出

ル
。

十
九
日

廿
一
日

廿
二
日

廿
三
日

廿
四
日

廿
五
日

廿
六
日

廿
七
日

廿
八
日

廿
九
日

三
月一

松
本
金
太
郎
午
後
三
時
よ
り
罷
出
ル
。

午
後
一
時
頃
よ
り
松
本
金
太
郎
罷
出
ル
。

松
本
金
太
郎
午
後
一
時
出
ル
。

午
後
六
時
松
本
金
太
郎
出
ル
。

午
後
六
時
過
よ
り
松
本
金
太
郎
罷
出
ル
。

午
後
六
時
よ
り
松
本
金
太
郎
罷
出
ル
。

午
後
六
時
よ
り
松
本
金
太
郎
罷
出
ル
タ

午
後
一
時
過
松
本
金
太
郎
罷
出
ル
。

午
後
一
時
よ
り
松
本
金
太
郎
罷
出
ル
。

午
後
六
時
よ
り
松
本
金
太
郎
罷
出
ル
。
同
人
へ
被
下
物
相
渡

ス
。

（
二

十

九

日

間

出

仕

）

日

二
日
三
日

四

日
五

日
六
日
七
日
八
日
九
日

十
日
十
一
日

十
二

日

十
三

日

正

午

松

本

金

太

郎

罷

出

。

村

上

御

機

嫌

伺

と

し

て

罷

出

。

御

謡

相

手

致

し

候

。

午

後

六

時

よ

り

松

本

金

太

郎

罷

出

。

午

後

一

時

松

本

金

太

郎

罷

出

、

夕

時

よ

り

村

上

真

御

謡

御

相

手

二

罷

出

、

酒

肴

之

候

。

午

後

六

時

過

よ

り

松

本

金

太

郎

罷

出

ル

。

村

上

真

昨

日

の

御

礼

と

し

て

罷

出

ル

。

午

後

二

時

松

本

金

太

郎

罷

出

。

金

太

郎

出

ル

。

午

後

二

時

よ

り

金

太

郎

罷

出

ル

。

午

後

二

時

金

太

郎

罷

出

ル

。

午

前

十

時

よ

り

松

本

金

太

郎

罷

出

ル

。

午

後

六

時

よ

り

松

本

金

太

郎

罷

出

ル

。

金

太

郎

出

ル

○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

午

後

六

時

よ

り

金

太

郎

罷

出

ル

。

六

時

よ

り

松

本

金

太

郎

罷

出

ル

。
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十
四
日
　
　

松
本
金

太
郎
午
後

六
時
過
よ
り

罷
出
ル

。

十
五
日
　
　

金
太
郎
出

ル
。

十
六
日
　
　

午
後
一

時
よ
り
松

本
金
太
郎
罷
出

ル
。

十
七
日
　
　

午
後
一

時
よ
り
松
本

金
太
郎
罷
出

ル

十
八
日
　
　

午
後
二

時
よ
り
金
太

郎
罷
出
ル

。

十

九
日
　
　

午
後
一
時

よ
り
松
本

金
太
郎
罷
出

ル
。

廿

一
日
　
　

金
太
郎
出

ル
。

廿
二

日
　
　

金
太
郎
出

ル
。

廿
三

日
　
　

午
後
二
時

よ
り
金
太

郎
罷
出
ル

。

廿
四

日
　
　

午
後
一
時
過

金
太
郎
出

ル
。

廿

五
日
　
　

金
太
郎
出

ル
。

廿

六
日
　
　

午
後
一
時

よ
り
金
太

郎
罷
出
ル

。

廿

七
日
　
　

午
後
一
時
過

よ
り
金
太

郎
罷
出
ル

。

廿

八
日
　
　

午
後
六
時

よ
り
金
太
郎

罷
出
ル

。

廿

九
日
　
　

午
後
六
時

金
太
郎
出

ル
。

三

十
一
日
　

金
太
郎
出

ル
。

四
月

（
二
十
七
日

間
出
仕
）

百二

日

三

日

四

日
五

日

六

日

七

日
八
日

九

日

十

日

金
太
郎
出
ル
。

金
太
郎
出
ル
。

午
後
六
時
よ
り
金
太
郎
出
ル
。

十
二
時
よ
り
松
本
金
太
郎
罷
出
ル
。
午
後
六
時
村
上
真
御
謡
御

相
手
と
し
て
罷
出
ル
。

五
時
過
よ
り
金
太
郎
罷
出
ル
。

午
後
二
時
よ
り
金
太
郎
罷
出
。

午
後
二
時
よ
り
金
太
郎
出
ル
。

午
後
十
二
時
金
太
郎
出
ル
。

午
後
六
時
過
よ
り
金
太
郎
罷
出
。

六
時
過
よ
り
金
太
郎
罷
出
ル
。

十
二

日
　
　

午
後
六
時

よ
り
松
本

金
太
郎
罷
出

ル
。

十
三

日
　
　

午
後
二
時
過

よ
り
松

本
金
太
郎
罷

出
ル
。

十
四

日
　
　

午
後
金
太
郎

出
ル
。

十

六
日
　
　

十
二

時
過
金

太
郎
出
ル

。

十
七
日
　
　

十
二

時
金
太

郎
罷
出
ル

。

十
八
日
　
　

二

時
金
太
郎
出

ル
。

十
九
日
　
　

宇
田

川
・
村
上

・
松
本
御
謡

相
手

二
出
。

廿
一
日
　
　

六

時
よ
り
金
太

郎
出
ル

。

廿
二
日
　
　

一

時
過
金
太
郎

罷
出
ル

。

廿
三
日
　
　

午

前
金
太
郎
出

ル
。

廿
四
日
　
　

午

後
二
時
過

よ
り
金
太
郎

出
ル
。

廿
五
日
　
　

午

後
六
時
過

よ
り
松
本
金

太
郎
罷
出

ル
。

廿
六
日
　
　

金

太
郎
十
二

時
頃
出
ル

。

廿
七
日
　
　

十
二

時
過
よ
り

松
本
金
太

郎
罷
出
ル

。

廿
八
日
　
　

金

太
郎
午
後

一
時
過
罷
出

。

廿
九
日
　
　

六

時
金
太
郎
出

ル
。

三
十
日
　
　

六

時
金
太
郎
出

ル
。

五
月

（
二

十
九
日

間
出
仕
）

百二
日
三
日
四
日
五
日
六
日
七
日
八
日
九
日
十
日

六
時
金
太
郎
出
ル
。

午
後
六
時
よ
り
金
太
郎
罷
出
ル
。

六
時
よ
り
金
太
郎
出
ル
。

午
後
一
時
過
よ
り
松
本
金
太
郎
罷
出
。

金
太
郎
六
時
頃
出
ル
。

金
太
郎
出
ル
。

午
後
一
時
前
金
太
郎
罷
出
村
上
真
御
謡
御
相
手
為
出
候
事
。

六
時
過
金
太
郎
出
。

六
時
金
太
郎
出
。

午
後
一
時
過
松
本
金
太
郎
罷
出
。
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十
一
日
　
　
午
後
六
時
過
金
太
郎
出
ル
。

十
二
日
　
　
午
後
七
時
頃
よ
り
金
太
郎
罷
出
ル
。

士
二
日
　
　
午
後
六
時
に
松
本
金
太
郎
罷
出
ル
。

十
四
日
　
　
松
本
金
太
郎
午
後
六
時
出
ル
。

十
五
日
　
　
村
上
真
御
機
嫌
伺
二
罷
出
ル
。
午
後
一
時
前
金
太
郎
罷
出
ル
。

真
御
謡
御
相
手
致
候
事
。

十
六
日
　
　
午
後
六
時
過
よ
り
松
本
金
太
郎
罷
出
。

十
七
日
　
　
十
二
時
過
金
太
郎
出
ル
。

十
八
日
　
　
午
後
六
時
過
よ
り
金
太
郎
罷
出
ル
。

十
九
日
　
　
十
二
時
過
金
太
郎
出
ル
。

廿
日
　
　
　
七
時
過
よ
り
金
太
郎
罷
出
。

廿
】
日
　
　
午
後
一
時
よ
り
金
太
郎
・
真
・
平
七
御
謡
御
相
手
二
出
ル
。

廿
二
日
　
　
午
後
一
時
過
よ
り
金
太
郎
出
ル
。

廿
三
日
　
　
六
時
過
松
本
金
太
郎
出
ル
。

廿
四
日
　
　
二
時
過
よ
り
松
本
金
太
郎
出
ル
。

廿
五
日
　
　
午
後
一
時
金
太
郎
出
ル
。

廿
六
日
　
　
午
後
三
時
過
金
太
郎
出
ル
。

廿
七
日
　
　
午
後
一
時
金
太
郎
出
ル
。

廿
九
日
　
　
午
後
一
時
半
金
太
郎
罷
出
ル
。

三
十
一
口
四
　午
前
十
時
過
よ
り
村
上
・
松
本
御
謡
御
相
手
二
出
ル
。

六
月
（
十
八
日
間
出
仕
）

一
日
　
　
　
午
後
六
時
過
金
太
郎
罷
出
ル
。

二
日
　
　
　
七
時
金
太
郎
出
ル
。

三
日
　
　
　
午
後
二
時
頃
よ
り
金
太
郎
罷
出
ル
。

四
日
　
　
　
七
時
金
太
郎
出
ル
。

五
日
　
　
　
午
後
一
時
過
よ
り
金
太
郎
罷
出
ル
。

六
日
　
　
　
午
後
二
時
金
太
郎
出
ル
。

七
日
　
　
　
午
後
一
時
よ
り
金
太
郎
罷
出
ル
。

九
日
　
　
　

午

後
一
時
過
よ
り

松
本
金
太

郎
罷
出

ル
。

十
日
　
　
　

午
後
三

時
過
金
太

郎
出
ル

。

十
一
日
　
　

午
後

一
時
よ
り
金

太
郎
罷
出

ル
。

十
二
日
　
　

十
二

時
金
太
郎
出

ル
。

十

六
日
　
　

午
後
七

時
金
太
郎
出

ル
。

▲
十
七
日
　

午
前
少

々
御
風
気

二
付

、
御
謡
両

三
日
御

稽
古
御
見
合

被
為
候

二
付
、

此
段
金
太
郎

方
へ
小
笠

よ
り
申

遣
候
事
。

廿

五
日
　
　

午
後
三

時
金
太
郎
出

ル
。

廿

六
日
　
　

七
時
過

よ
り
金
太
郎
出

ル
。

廿

七
日
　
　

七
時
前
よ
り

金
太
郎
罷

出
ル

。

廿

八
日
　
　

七
時
よ
り

金
太
郎
出

ル
。

廿

九
日
　
　

金
太
郎
出

ル
。

三

十
日
　
　

午
後
一

時
過

よ
り
金
太

郎
出
ル

。

七
月

（
二
十
七
日

間
出
仕

）

一

日
　
　
　

七
時
よ
り

金
太
郎
出

。

二
日
　
　
　

午
後
六

時
よ
り
金
太

郎
出
ル

。

三
日
　
　
　

八
時
過
金

太
郎
罷
出

ル
。

四
日
　
　
　

十
二
時

よ
り
御
謡
御
相
手

と
し

て
村
上
・
宇
田
川
・
松
本
出

ル
。

五
日
　
　
　

七
時
過
金

太
郎
罷
出

ル
。

上

八
日
　
　
　

七
時
過

よ
り
松
本
金
太

郎
罷
出

ル
。

七
日
　
　
　

金
太
郎
七

時
よ
り
出

ル
。

八
日
　
　
　

八
時
よ
り

金
太
郎
出

ル
。

九
日
　
　
　

午
後
六
時
過

よ
り
松
本

金
太
郎
罷

出
ル
。

▲
十
日
　
　
（
御
帰
館

七
時
過

。
）
金

太
郎
へ
断

申
遣
候

。

十

一
日
　
　

七
時
過

よ
り
金
太
郎
出

ル
。

十
二

日
　
　

午
後
三

時
金
太
郎
罷
出

ル
。

十
三

日
　
　

午
後
三

時
過

金
太
郎
出

ル
。

十
四

日
　
　

七
時
過
よ

り
金
太
郎
出

ル
。
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十
五
日
　
　
午
前
十
時
過
よ
り
御
謡
御
相
手
と
し
て
宇
田
川
清
叟
・
村
上

真
・
松
本
金
太
郎
罷
出
。

十
七
日
　
　
金
太
郎
出
ル
。

十
八
日
　
　
午
後
八
時
よ
り
金
太
郎
出
ル
。

十
九
日
　
　
七
時
よ
り
金
太
郎
出
ル
。

廿
日
　
　
　
午
後
八
時
過
金
太
郎
罷
出
ル
。

廿
一
日
　
　
午
後
一
時
よ
り
金
太
郎
罷
出
ル
。

廿
二
日
　
　
金
太
郎
出
ル
。

廿
三
日
　
　
七
時
過
よ
り
金
太
郎
出
ル
。

廿
四
日
　
　
午
後
二
時
過
よ
り
金
太
郎
罷
出
ル
。

廿
五
日
　
　
金
太
郎
七
時
よ
り
出
ル
。

廿
六
日
　
　
金
太
郎
出
ル
。

廿
七
日
　
　
午
前
六
時
過
、
宇
田
川
・
平
七
・
村
上
真
・
金
太
郎
御
謡
御
相

手
罷
出
ル
。

廿
九
日
　
　
午
後
二
時
過
よ
り
金
太
郎
出
ル
。

三
十
日
　
　
七
時
過
金
太
郎
罷
出
。

八
月
（
二
十
一一
日
間
出
仕
）

一
日
　
　
　
午
後
三
時
過
よ
り
金
太
郎
出
ル
。

▲
二
日
　
　
御
口
中
痛
品
二
付
、
金
太
郎
の
分
御
断
に
相
成
ル
。

三
日
　
　
　
午
後
六
時
過
、
金
太
郎
出
ル
。

四
日
　
　
　
午
後
二
時
過
よ
り
金
太
郎
出
ル
。

▲
五
日
　
　
（
川
尻
行
き
、
帰
り
九
時
二
十
分
。
）
金
太
郎
御
断
申
遣
ス
。

六
日
　
　
　
金
太
郎
へ
先
月
分
被
下
物
未
被
下
二
付
同
人
へ
相
渡
。
三
時
過

金
太
郎
出
ル
。

七
日
　
　
　
午
前
九
時
頃
よ
り
金
太
郎
出
ル
。

八
日
　
　
　
八
時
過
金
太
郎
罷
出
ル
。

九
日
　
　
　
金
太
郎
出
ル
。

十
日
　
　
　
午
後
六
時
過
よ
り
金
太
郎
出
ル
。

十

二

日
　
　

午

前

八

時

頃

村

上

・

宇

田

川

・
松

本

御

謡

御

相

手

二
出

ル

。

十

三

日
　
　

七

時

過

よ

り

金

太

郎

出

ル

。

十

四

日
　
　

午

後

七

時

頃

よ

力

金

太

郎

罷

出

ル
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。’

十

五

日
　
　

七

時

過

金

太

郎

出

ル

。

十

六

日
　
　

六

時

過

よ

り

金

太

郎

出

ル

。

十

七

日
　
　

（
午

後

）

八

時

前

よ

り

金

太

郎

罷

出

ル

。

十

八

日
　
　

七

時

過

、

金

太

郎

出

ル
○

▲
十

九

日
　
（
安

倍

尻

行

き

）

金

太

郎

御

断

二

相

成

ル

。

廿

日
　
　
　

午

後

六

時

よ

り

金

太

郎

罷

出

ル

。

▲
廿

二

日
　
（
川

尻
　

御

帰

館

午

後

八

時

過

）

金

太

郎

ま

で

御

断

申

遣

候

事

。

廿

三

日
　
　

午

前

八

時

よ

り

御

謡

御

相
手

と
し

て

宇

田

川

・
平

七

・
村

上

真

・

飯

室

留

吉

・

金

太

郎

罷

出

候
フ

廿

六

日
　
　

（
午

後

）

七

時

四

十

分

過

金

太

郎

罷

出

ル

。

廿

八

日
　
　

無

記

事

。

午

後

七

時

頃

よ

り

金

太

郎

罷

出

ル

。

廿

九

日
　
　

無

記

事

。

午

後

七

時

過

よ

り

金

太

郎

罷

出

ル

。

三

十

一

日
　

午

後

七

時

過

よ

り

金

太

郎

出

ル

。

九

月

（
十

一
日

間

出

仕

）

一
日
　
　
　

午

後

七

時

過

金

太

郎

罷

出

ル

。

二

日
　
　
　

（
清

水

港

行

牛

後

）

七

時

過

よ

り

金

太

郎

罷

出

ル

。

三

日
　
　
　

午

後

七

時

過

よ

り

金

太

郎

罷

出

ル

。

▲
四

日
　
　

金

太

郎

御

稽

古

御

休

二
而

、

同

人

江

御

帰

館

後

御

側

よ

り

御

酒

御
1
　
被

下

。

五

日
　
　
　

午

前

八

時

御

謡

二
付

、

宇

田

川

・

松

本

・
飯

室

・

村

上

出

ル

。

▲

六

日
　
　

（
清

水

港

行

き

）
　
松

本

御

断

二
相

成

ル

。

七

日
　
　
　

午

後

七

時

過

金

太

郎

罷

出

ル

。

八

日
　
　
　

七

時

過

金

太

郎

出

ル

。

十

日
　
　
　

金

太

郎

出

ル

。

宇

田

川

清

叟

、

過

日

御

漁

之

肴

頂

戴

之

為

罷

出

ル

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
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金

太
郎
出

ル
。

金

太
郎
出

ル
。

金
太
郎

・
真
出
ル
。

厚

様
御
祝

。
お
ひ
て
様
御

宮
参
と
し

て
、
少

福
井
社
へ
御
参

詣

被
遊
候

。
御

供
為
三
郎

・
□

賀
事
。

右

二
付

、
小
栗

・
柏
原

・

茂
木
・
千
田

・
差
持

・
村
上

・
吉
川

・
鶯
免

・
飯
室

・
松

本
・

宇
田
川
、

其
他
故
御
宝
口

向
口
出
入

町
人
残

人
等
酒
肴

被
下

。

昨
日

の
為

御
礼
、
小
栗

・
村
上
・
差
持
・
千
田
・
松

本
・
常
見

・

飯
室

・
宇
田

川
・
原
田

・
永
井
輿

七
郎

・
茂

作
出
ル
。
池

田
出
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十
二
日

金
太
郎

伺

二
出

ル
。

十
六
日
　
　

六
時
過

ぎ
金
太
郎
出

ル
。

十
七
日
　
　

二
時
過

よ
り
金
太

郎
出
ル

。

▲
廿
一
日
　

金
太
郎
御

断

二
相
成

ル
。

廿

五
日
　
　

午
後
五

時
よ
り
金
太

郎
出
ル

。

十
月

（
二
十
四

日
間
出
仕

）

四

日
五
日
六
日
七
日
八
日
九
日

十
二
日

十
三
日

十
四
日

十
五
日

十
六
日

十
七
日

十
八
日

廿
日
廿
二
日

廿
三
日

廿
四
日

廿
五
日

午
前
七
時
よ
り
御
前
・
奥
方
様
清
水
へ
被
為
入
候
。
御
供
金
太

郎
・
守
茂
為
三
郎
・
覚
庄
一
郎
。
御
帰
館
七
時
過
。

午
後
金
太
郎
出
ル
。
宇
田
川
清
叟
御
機
嫌
伺
出
ル
。

金
太
郎
出
ル
。

金
太
郎
出
ル
。

金
太
郎
出
ル
。

午
前
九
時
前
よ
り
酒
井
閑
亭
様
御
入
来
。
井
宇
田
川
・
飯
室
・

村
上
・
松
本
四
名
出
ル
。

金
太
郎
出
ル
。

金
太
郎
出
ル
。

（
『
日
誌
』
頭
注

こ

金
太
郎
出
ル
。

午
後
三
時
過
よ
り
金
太
郎
出
ル
。

金
太
郎
出
ル
。
　
〈

金
太
郎
出
ル
。

午
前
八
時
過
為
御
謡
講
酒
井
閑
亭
様
御
入
来
。
鶏
三
羽
栗
実
被

進
御
陰
様
分
二
御
遣
御
替
二
御
進
候
。
右
二
付
、
村
上
真
・
飯

室
・
宇
田
川
清
叟
・
松
本
金
太
郎
出
ル
。

金
太
郎
出
ル
。

金
太
郎
出
ル
。

午
後
二
時
よ
り
金
太
郎
出
ル
。

午
後
一
時
金
太
郎
出
ル
。

金
太
郎
・
真
、
罷
出
ル
。

廿
六
日

廿
七
日

廿
八
日

廿
九
日

金
太
郎
出

ル
。

金

太
郎
出

ル
。

金
太
郎
出

ル
。

金

太
郎
出

ル
。

三
十

日
　
　

金

太
郎
出

ル
。

三
十

一
日
　

金

太
郎
出
ル

。

十
一
月
一
日

二
日
三
日
四
日
五
日
六
日
七
日
八
日
九
日
十
日
十
一
日

十
二
日

十
三
日

十
五
日 （

二
十
七
日
間
出
仕
）

○
左
は
御
謡
御
相
手
致
ス
。

○
金
太
郎
出
ル
。

同
人
へ
被
下
物
渡
ス
。

金
太
郎
出
ル
。

金
太
郎
出
ル
。

金
太
郎
出
ル
。

御
謡
講
二
付
、
宇
田
川
・
村
上
・
飯
室
・
松
本
出
ル
。

金
太
郎
出
ル
。
　

〈

金
太
郎
出
ル
。

金
太
郎
出
ル
。

金
太
郎
出
ル
。

宇
田
川
清
叟
・
松
本
金
太
郎
出
ル
。

十

六
日
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ル
。
若
口
出
ル
。
直
出
ル
。

十
七
日
　
　
金
太
郎
出
ル
。

十
八
日
　
　
五
時
過
金
太
郎
出
ル
。

十
九
日
　
　
金
太
郎
出
ル
。

廿
日
　
　
　
午
後
六
時
頃
よ
り
金
太
郎
出
ル
。

廿
一
日
　
　
金
太
郎
出
ル
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上

廿
二
日
　
　
金
太
郎
出
ル
。

廿
三
日
　
　
金
太
郎
・
真
出
ル
。

廿
五
日
　
　
御
謡
講
二
付
、
宇
田
川
・
村
上

‘
松
本
・
飯
室
出
ル
。

廿
六
日
　
　
松
本
金
太
郎
出
ル
。

廿
八
日
　
　
金
太
郎
出
ル
。

廿
九
日
　
　
金
太
郎
出
ル
。

三
十
日
　
　
金
太
郎
出
ル
。

十
二
月
（
二
十
五
日
間
出
仕
）

百三
日
四
日
五
日
六
日
七
日
八
日

九
日
十
日
十
一
日

十
三
日

十
四
日

金
太
郎
出
ル
。

金
太
郎
出
ル
。

金
太
郎
出
ル
。

真
・
金
太
郎
出
ル
。

金
太
郎
出
ル
。

金
太
郎
出
ル
。

午
前
八
時
よ
り
近
村
へ
被
為
入
。
御
供
猛
雄
・
金
太
郎
・
喜
和

三
・
久
蔵
・
梅
吉
外
二
壱
人
。

金
太
郎
出
ル
。

金
太
郎
出
ル
。
直
出
ル
。

金
太
郎
出
ル
。

金
太
郎
出
ル
。
明
十
四
旦
謡
講
の
こ
と
宇
田
川
へ
申
遣
ス
。

今
日
御
謡
講
二
付
、
溝
口
罷
出
ル
。
宇
田
川
・
松
本
・
村
上
・

飯
室
罷
出
ル
。

十
五
日

十
六
日

十
七
日

十
九
日

廿
日
廿
一
日

廿
二
日

廿
三
日

廿
四
日

廿
五
日

廿
六
日

廿
七
日

廿
九
日

金
太
郎
出
ル
。

金
太
郎
出
ル
。

御
謡
講
二
付
、
溝
口
・
村
上
・
宇
田
川
・
飯
室
・
松
本
出
ル
。

金
太
郎
出
ル
。

金
太
郎
出
ル
○

金
太
郎
出
ル
。

金
太
郎
出
ル
。

金
太
郎
出
ル
。

金
太
郎
出
ル
ツ

御
謡
講
二
付
、
宇
田
川
・
村
上
・
飯
室
・
松
本
出
ル
。
○
前
四

人
歳
暮
被
下
物
無
し
。

金
太
郎
出
ル
。

金
太
郎
出
ル
。

金
太
郎
出
ル
。

松
本
金
太

郎
は
明

治
九
年

の
一
年
間
に
、

都
合
二
百

六
十
七
日
間

出
仕
し
て

い
る
。
謡

曲
の
相
手

が
主
で

あ
る
が
、
外

出
の
供

な
ど
を
勤

め
る
時
も

あ
っ
た
。

明

治
九
年

の
慶
喜

の
身

辺
の
記
事

を

『
徳
川

慶
喜
公
伝
』

の
「
年

譜
」
よ
り
記

す
と
、
「
七
月
十

七
日
四
女
筆
子

君
生

る
。
」

と
い
う
記

事
の
み
で

あ
り
、
慶
喜

個
人
に
は
比

較
的
穏

や
か
な
時
期

で
あ

っ
た

と
考
え
て

よ
い
だ

ろ
う

。
こ
の
時

期
、
慶
喜

が
謡

曲
に
非

常
に
熱
心

だ
っ
た

の
は
確
か
で

あ
り
、
こ

の
傾
向
は
翌

年

も
続
く

。
慶
喜
は

の
め
り
込

む
趣
味

が
次

々
替
わ

っ
た
た
め
、
召

さ
れ
な
く

な
る
と
間

が
あ
く

の
だ
が
、
松

本
金
太
郎
と

の
交
流

は
慶
喜

が
上
京

し
た
明
治

三

十
（
一

八
九
七
）
年
以

降
も
断

続
的
に

続
く
。
こ

の
こ

と
に
関
し

て
は
、
別

稿
を
期
し

た

い
。

注

（
注
I

）
『
徳
川
慶
喜
公
伝
　
四
』

渋
沢
栄
一
著
　

東
洋
文
庫
（
迎
　

平
凡
社
　

昭
和
四
三
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年
一
月
発
行
　
三
二
五
―
三

二
六
頁

（
注
2

）
『
徳
川
慶
喜
公

伝
　
附
録
第
二
年
譜
』

渋
沢
栄
一
著
　

龍
門
社
刊
　

大
正

六
年
発

行
　

九
－

四
八
頁

（
注
3

）『
慶
喜
邸
を
訪
れ
た
人
々
－

「
徳
川
慶
喜
家
扶
日
記
」
よ
り
』

前
田
匡
一
郎
著
　
羽

衣
出
版
　

平
成
十
五
年
十
月
発
行

（
注
4

）
『
明
治
の
能
楽

『

こ

』

倉
田
喜
弘
編
著
　

国
立
能
楽
堂
調
査
養
成
課
編
集
　
日
本

芸
術
文
化
振
興
会
　

平
成
六
年
三
月
発
行
　
二
六
六
頁

（
注
5

）
「
3
4観
世
清
孝
の
帰

京
の
年
月
日
」

『
観
世
流
史
参
究
』

表
章
著
　

檜
書
店
　
平

成
二
〇
年
二
月
発
行
　

五
二
三
－

五
二
六
頁

（
注
6

）
同
注
5
　

四

一
七
頁

（
注
7

）
同
注
2
　

四
〇
頁

補
　

記

貴
重
な

『
徳
川
慶
喜
邸
日

誌
』

の
閲
覧
・
調

査
を
許
可
し

て
く
だ

さ
い
ま
し

た
松

戸
市
戸
定

歴
史
館

（
〒
二
七
一
r
O
O

九
二
　

千
葉
県
松

戸
市
松

戸
七
一

四
－

こ

と

、
同
館
学
芸

員
の
斎

藤
洋
一
先
生

に
心
よ
り

感
謝
致
し

ま
す
。
ま

た
、『
徳
川

慶
喜
邸
日

誌
』
の
存
在
と

価
値
を

教
え

て
下

さ
い
ま
し
た
長

唄
杵
屋

三

太
郎
家
家
元

杵
屋
三
太

郎
先
生

に
心
よ
り

感
謝
申
し
上

げ
ま
す

。
本
稿
は
、

平

成
二
十
一
年

度
日
本
私

立
学
校

振
興
・
共

済
事
業
団
学

術
研

究
振

興
資
金
採

択
研

究
課
題

「
近
代
芸

能
史
の
研

究
」
に
よ

る
成
果
の
一

部
と
な
り

ま
す
。

い
い
づ
か
・
え
り
と
／

文
化
情
報
学
部
教
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